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今回の支えあい通信では心の居場所活動をされている「一般社団法人あいみんテラス」の代表

理事である片山さんにお話を伺いましたので紹介します。

一宮市向山連区にある松鶴寺を母体に、住職である私が、ひとり親や
生活困窮者、地域社会のため、お寺を広く活用したいとの思いで設立し
ました。フードバンク・子ども食堂・心の居場所などの活動を行ってい
ます。

【最後に】
　心が疲れてしまったと思う方が、ふらっと立ち寄れる居場所を目指しています。
ぜひ、お気軽にお越しください。また、詳細につきましてはあいみんの家のウェブ
サイトをご覧ください。→https://aiminterasu.net/aiminnoie_top/

一宮起工科高等学校学校の福祉活動紹介

愛知県立一宮起工科高等学校(全日制)には5つの学科(ロボット工学科、機械科、電子工学
科、環境科学科、デザイン科)があり、それぞれの特色を生かして、地域でも活動をされて
います。今回は各学科の活動内容等について紹介します。

取材を終えて・・・
一宮起工科高等学校（全日制）では専門的な知識を学びながら、それを生かした地域へ
の貢献活動をされていることが分かりました。今後も、ものづくりの楽しさを地域に広
げていただき、ぜひまたお話を聞かせていただきたいと思います。

【一般社団法人あいみんテラスとは．．．】

居場所には、物理的に「自分がいる場所」、心理的に「自分が安心していられる場所」と
いったさまざまな意味があります。特に心理的な居場所という意味で「自分が安心していられ
る場所」は人間誰しもが必要だと考えています。
しかし、心が風邪を引いていたり、学校・家庭・会社等に安心していられる居場所ができな
いという方が大勢いることを、あいみんテラスの活動を通して知りました。そこで、「ありの
ままの自分でいられる居場所＝心の居場所」を作ろうと思い活動を始めました。

【「心の居場所」活動を始めたきっかけ】

一宮市社会福祉協議会や一宮市精神障がい者家族会「びわの会」の皆さんと打合せを重ね、
2024年9月からあいみんの家(心の居場所)を立ち上げ、活動をしています。参加者はまだまだ
少ないですが回を重ねるごとに増えており、居場所の大切さを実感しています。また、特定非
営利活動法人一宮まごころ、不登校親の会ループ、就労継続支援B型事業所キャリカクー宮駅
前の皆さんにも運営にご協力をいただいています。

【活動にあたって】

開催日には、内職や読書などのお好きな趣味を楽しむ時間に
していただくも良し、お友達やスタッフ、また住職とお話をす
るも良し、悩み事があれば福祉の相談員が相談に乗ってくれま
す。開催ごとにお立ち寄りの方が増えておりますが、事前の予
約はいりませんし、途中からお越しいただいても、途中でお帰
りになられても大丈夫です。
開催日時　毎月第２火曜日13:30～15:30
会　　場　松鶴寺(北園通3-15)
参 加 費　100円

【「あいみんの家（心の居場所）」の内容】

代表理事：片山清顕さん

デザインアートについて
本校のデザイン科ではイオンモール木曽川とコラボさせていただき、ハロウィンの時期に
デザインアートを展示しています。この活動は上記のブース出展と同様に、生徒たちが日頃
から学んでいる内容を生かし、地域の活性化の一助になればとの思いで、地域貢献の一環と
して取り組んでいます。

びさいまつり・おいち祭りへのブース出展
本校は毎年、びさいまつりやおいち祭りにブースを出展させていただき参加しています。
この活動は生徒たちが日頃から学んでいる内容を生かして、地域に貢献したいという気
持ちや、ものづくりの楽しさを地域の方に知ってもらいたいという思いから始まりました。
内容は年によって変わることもありますが、びさいまつりには 4つの学科が参加し、ロ
ボット工学科では「e スポーツ体験」、機械科では「キーホルダー制作」、電子工学科では「カ
レンダーシート制作」、デザイン科では「似顔絵制作」で出展しました。

おいち祭りには環境科学科が「楽しい化学
実験」と題して、スーパーボールロケットや、
つまめる水を作るという内容で出展しまし
た。また、本校の吹奏楽部もおいち祭りで演
奏をさせていただきました。吹奏楽部は日頃
の練習の成果発表と地域の方に楽しんでほし
いということから、おいち祭りだけではな
く、さまざまな場所で演奏活動を行っていま
す。

デザインアート

吹奏学部の演奏

デザイン科「似顔絵制作」電子工学科「カレンダーシート制作」機械科「キーホルダー制作」ロボット工学科「eスポーツ体験」

環境科学科「楽しい化学実験」
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